法務・総務のための社内研修資料20選　第11回
生成AI利用 ケースワークブック
8つの場面で「入力してよいか・どう確認するか・誰に相談するか」を考える
	項目
	内容

	対象
	全社員・管理職（グループ討議・個人ワーク用）

	使い方
	各ケースの記入欄を埋め、グループで討議。講師解説と照合

	位置づけ
	シリーズ第11回　生成AI利用研修のワークブック

	法令・制度基準日
	2026年6月18日

	所要
	1ケース10〜15分（討議含む）

	版／改訂日
	【要自社記入：版・改訂日】



	本資料の位置づけ
登場する人物・会社・案件はすべて架空です。各ケースに唯一の正解があるとは限りません。自社の承認済みツール・規程・相談窓口に置き換えて検討してください。法的・技術的な評価を断定せず、『迷ったら止めて相談』を原則に考えます。


ケース1　顧客情報をそのまま外部AIへ入力
	シナリオ
営業担当者が、顧客からの問い合わせメールへの返信案を作るため、顧客の氏名・会社名・メールアドレス・相談内容・契約状況を、社外の生成AIへそのまま入力しようとしている。


主な論点（ヒント）：個人情報／契約情報／機密情報／外部AIへの入力／匿名化・マスキング・要約／社内承認済みAIか／（個人情報の詳細は第9話）／相談先
	検討項目
	記入欄

	利用目的
	 

	使用した（想定）AI
	 

	入力情報に含まれるリスク
	 
 

	出力結果に含まれるリスク
	 
 

	個人情報・機密情報・営業秘密・著作権・誤情報・差別的表現との関係
	 
 

	利用してよい／承認が必要／利用不可
	☐ 利用してよい　　☐ 承認が必要　　☐ 利用不可　　（理由：）

	入力前に加工すべき情報
	 

	出力後に確認すべき項目
	 
 

	相談先
	 

	利用記録（残すべき項目）
	 

	再発防止・ルール化のアイデア
	 
 



グループ討議メモ
	メモ

	 
 
 


講師解説参照欄：対応スライド29・30、解答・解説集ケース1を参照
ケース2　契約書全文を無料AIへ入力
	シナリオ
法務担当ではない社員が、取引先との秘密保持契約案をレビューするため、無料の生成AIサービスへ契約書全文を貼り付けた。契約書には取引条件・未公表の案件名・秘密保持条項が含まれている。


主な論点（ヒント）：契約情報／秘密情報／営業秘密の可能性／無料AI・個人アカウント／契約レビューにAI出力を使う限界／法務確認／利用記録／（営業秘密の3要件等は第13話）
	検討項目
	記入欄

	利用目的
	 

	使用した（想定）AI
	 

	入力情報に含まれるリスク
	 
 

	出力結果に含まれるリスク
	 
 

	個人情報・機密情報・営業秘密・著作権・誤情報・差別的表現との関係
	 
 

	利用してよい／承認が必要／利用不可
	☐ 利用してよい　　☐ 承認が必要　　☐ 利用不可　　（理由：）

	入力前に加工すべき情報
	 

	出力後に確認すべき項目
	 
 

	相談先
	 

	利用記録（残すべき項目）
	 

	再発防止・ルール化のアイデア
	 
 



グループ討議メモ
	メモ

	 
 
 


講師解説参照欄：対応スライド29・31、解答・解説集ケース2を参照
ケース3　AI生成画像を広告へ使用
	シナリオ
マーケティング担当者が、AIで生成した人物画像とキャッチコピーを広告バナーに使おうとしている。プロンプトでは「有名アニメ風」「人気ブランド風」「実在タレントに似た雰囲気」と指定していた。


主な論点（ヒント）：著作権／商標・ブランド／肖像・パブリシティ／既存作品風のリスク／広告表現（景表法等）／法務・知財・広報確認／社外利用前チェック
	検討項目
	記入欄

	利用目的
	 

	使用した（想定）AI
	 

	入力情報に含まれるリスク
	 
 

	出力結果に含まれるリスク
	 
 

	個人情報・機密情報・営業秘密・著作権・誤情報・差別的表現との関係
	 
 

	利用してよい／承認が必要／利用不可
	☐ 利用してよい　　☐ 承認が必要　　☐ 利用不可　　（理由：）

	入力前に加工すべき情報
	 

	出力後に確認すべき項目
	 
 

	相談先
	 

	利用記録（残すべき項目）
	 

	再発防止・ルール化のアイデア
	 
 



グループ討議メモ
	メモ

	 
 
 


講師解説参照欄：対応スライド18・19・20・23・28・32、解答・解説集ケース3を参照
ケース4　AI出力の法令解説をそのまま社内展開
	シナリオ
総務担当者が、生成AIに「最新の労働法改正をまとめて」と聞き、出力された内容を公式資料で確認せず、そのまま社内通知として配信しようとしている。


主な論点（ヒント）：誤情報／古い情報／架空法令・架空URL／公式資料での確認／人による確認／法務確認／社内通知の責任
	検討項目
	記入欄

	利用目的
	 

	使用した（想定）AI
	 

	入力情報に含まれるリスク
	 
 

	出力結果に含まれるリスク
	 
 

	個人情報・機密情報・営業秘密・著作権・誤情報・差別的表現との関係
	 
 

	利用してよい／承認が必要／利用不可
	☐ 利用してよい　　☐ 承認が必要　　☐ 利用不可　　（理由：）

	入力前に加工すべき情報
	 

	出力後に確認すべき項目
	 
 

	相談先
	 

	利用記録（残すべき項目）
	 

	再発防止・ルール化のアイデア
	 
 



グループ討議メモ
	メモ

	 
 
 


講師解説参照欄：対応スライド16・17・33、解答・解説集ケース4を参照
ケース5　AI生成コード・マクロを実行
	シナリオ
社員が、生成AIにExcelマクロを作らせ、内容を確認せずに業務ファイルで実行しようとしている。マクロは外部サイトへ通信する処理を含んでいた。


主な論点（ヒント）：セキュリティ／コード確認／外部通信／マルウェア・情報送信／情報システム確認／無確認実行の禁止／（一般的なセキュリティは第10話）
	検討項目
	記入欄

	利用目的
	 

	使用した（想定）AI
	 

	入力情報に含まれるリスク
	 
 

	出力結果に含まれるリスク
	 
 

	個人情報・機密情報・営業秘密・著作権・誤情報・差別的表現との関係
	 
 

	利用してよい／承認が必要／利用不可
	☐ 利用してよい　　☐ 承認が必要　　☐ 利用不可　　（理由：）

	入力前に加工すべき情報
	 

	出力後に確認すべき項目
	 
 

	相談先
	 

	利用記録（残すべき項目）
	 

	再発防止・ルール化のアイデア
	 
 



グループ討議メモ
	メモ

	 
 
 


講師解説参照欄：対応スライド21・34、解答・解説集ケース5を参照
ケース6　採用評価にAI出力を利用
	シナリオ
採用担当者が、応募者の履歴書を生成AIへ入力し、「採用すべきか」「性格に問題がないか」を評価させ、その結果を面接官へ共有しようとしている。


主な論点（ヒント）：個人情報／採用判断／偏り・差別／要配慮情報の推測／人事判断／AIを最終判断にしない／人事・法務確認
	検討項目
	記入欄

	利用目的
	 

	使用した（想定）AI
	 

	入力情報に含まれるリスク
	 
 

	出力結果に含まれるリスク
	 
 

	個人情報・機密情報・営業秘密・著作権・誤情報・差別的表現との関係
	 
 

	利用してよい／承認が必要／利用不可
	☐ 利用してよい　　☐ 承認が必要　　☐ 利用不可　　（理由：）

	入力前に加工すべき情報
	 

	出力後に確認すべき項目
	 
 

	相談先
	 

	利用記録（残すべき項目）
	 

	再発防止・ルール化のアイデア
	 
 



グループ討議メモ
	メモ

	 
 
 


講師解説参照欄：対応スライド10・22・23、解答・解説集ケース6を参照
ケース7　AI議事録に社内会議を録音入力
	シナリオ
会議参加者が、未公表の新規事業・顧客名・価格方針・役員発言を含む会議音声を、社外のAI議事録サービスへアップロードしようとしている。


主な論点（ヒント）：音声データ／会議情報／未公表情報／機密情報・営業秘密／社内承認済みサービスか／参加者への説明／保存・学習・第三者提供／利用記録
	検討項目
	記入欄

	利用目的
	 

	使用した（想定）AI
	 

	入力情報に含まれるリスク
	 
 

	出力結果に含まれるリスク
	 
 

	個人情報・機密情報・営業秘密・著作権・誤情報・差別的表現との関係
	 
 

	利用してよい／承認が必要／利用不可
	☐ 利用してよい　　☐ 承認が必要　　☐ 利用不可　　（理由：）

	入力前に加工すべき情報
	 

	出力後に確認すべき項目
	 
 

	相談先
	 

	利用記録（残すべき項目）
	 

	再発防止・ルール化のアイデア
	 
 



グループ討議メモ
	メモ

	 
 
 


講師解説参照欄：対応スライド11・12・13・24、解答・解説集ケース7を参照
ケース8　AI出力を顧客回答にそのまま使用
	シナリオ
カスタマーサポート担当者が、難しい苦情への回答案を生成AIで作成し、事実確認や社内基準の確認をせず、そのまま顧客へ送信しようとしている。


主な論点（ヒント）：顧客対応／誤情報／過剰な約束／差別的・不適切表現／社内基準・FAQ・約款確認／上長確認／（顧客対応は第7話、個人情報は第9話）
	検討項目
	記入欄

	利用目的
	 

	使用した（想定）AI
	 

	入力情報に含まれるリスク
	 
 

	出力結果に含まれるリスク
	 
 

	個人情報・機密情報・営業秘密・著作権・誤情報・差別的表現との関係
	 
 

	利用してよい／承認が必要／利用不可
	☐ 利用してよい　　☐ 承認が必要　　☐ 利用不可　　（理由：）

	入力前に加工すべき情報
	 

	出力後に確認すべき項目
	 
 

	相談先
	 

	利用記録（残すべき項目）
	 

	再発防止・ルール化のアイデア
	 
 



グループ討議メモ
	メモ

	 
 
 


講師解説参照欄：対応スライド16・23・27・29、解答・解説集ケース8を参照
Legal GPT ｜ 第11回 生成AI利用研修　ケースワークブック	
